






要約

 神奈川県における乳幼児突然死症候群(SIDS)の実態を明かにするために、死亡小票を用

い平匂 4年および平成 5年の疫学的調査を行った。2才未満の SIDS の発生頻度は、平成 4

年が 0.18 (1 才未満は 0.l5)、平成 5 年が 0.14 (1 才未満は 0.14)であった。さらに SIDS

および SIDS 疑いを合わせた発生頗度は、平成 4年が 0.34  (1 才未満は 0.26)、平成 5 年

が 0.28 (1 才未満は 0.26)であった。SIDS および SIDS 疑いを合わせた症例の死亡年齢は、

1才未満が 42 例 85.7%、6 か月未満が 26 例 53.1%であった。また、生後 7日以上 2才未満

の総死亡のうち、SIDS および SIDS 疑いの症例の占める割合は、平成 4 年が 9.9%(生後 7

日以上 1才未満は 9.5%)、平成 5年が 9.7%(生後 7日以上 1才未満は 11.5%)であった。


